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は
じ
め
に 

建
設
工
事
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
使
っ
て
調
査
、

設
計
、
施
工
、
監
督
等
の
各
工

程
に
お
い
て
生
産
性
の
向
上
や

品
質
の
確
保
等
を
図
っ
て
お
り
、

森
林
の
維
持
管
理
に
必
要
な
林

道
工
事
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で

紹
介
し
ま
す
。 

林
道
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、

大
き
く
分
け
て
、
「
調
査
」
「
設

計
」
「
施
工
（
工
事
）
」
の
工

程
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
「
施

工
」
に
つ
い
て
主
に
説
明
し
ま

す
。 

起
工
測
量 

施
工
に
あ
た
っ
て
の
事
前
準

備
と
し
て
「
起
工
測
量
」
を
行

い
、
着
手
前
の
現
場
形
状
を
把

握
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
お

い
て
は
、
こ
の
時
点
で
３
次
元

測
量
を
実
施
し
現
況
の
３
次
元

デ
ー
タ
を
取
得
し
ま
す
。 

３
次
元
測
量
の
方
法
と
し
て

は
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
通
称
：
ド
ロ
ー

ン
）
を
使
用
す
る
空
中
写
真
測

量
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｕ

Ａ
Ｖ
を
飛
行
（
移
動
）
さ
せ
な

が
ら
大
量
の
連
続
写
真
を
撮
影

し
て
、
専
用
ソ
フ
ト
に
よ
り
合

成
・
解
析
し
て
３
次
元
モ
デ
ル

を
作
成
す
る
方
法
で
す
。

そ
の
他
の
方
法
と
し
て
、
レ

ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
用
す

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

本
体
機
械
か
ら
レ

ー
ザ
ー
光
線
を
飛
ば
し
て
、
対

象
物
か
ら
跳
ね
返
っ
て
く
る
時

間
差
に
よ
り
位
置
関
係
（
地
形

等
）
を
測
量
す
る
も
の
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
長
所
、
短
所
が
あ

り
ま
す
が
、
森
林
で
は
空
中
か

ら
の
撮
影
時
に
樹
木
等
の
陰
に

な
る
箇
所
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら
空
中
写
真
測
量
が
不
向
き
な

こ
と
も
あ
り
、
レ
ー
ザ
ー
ス
キ

ャ
ナ
ー
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

従
来
の
土
工
作
業 

従
来
の
土
工
（
土
砂
を
削
っ

た
り
、
盛
り
立
て
た
り
す
る
こ

と
）
で
は
、
事
前
に
設
計
図
面

に
基
づ
き
、
地
面
に
杭
な
ど
を

打
っ
て
丁
張
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に

よ
る
掘
削
作
業
の
目
印
）
を
設

置
し
ま
す
。 

ま
た
、
掘
削
作
業
時
に
は
重

機
の
作
業
の
誘
導
者
を
配
置
し

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
運
転
手
）

を
補
助
し
法
面
（
土
砂
を
削
っ

た
り
盛
り
立
て
た
り
し
て
作
ら

れ
る
斜
面
）
が
設
計
の
角
度
に

な
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

レーザースキャナーによる３D 測量の様子 小型ＵＡＶによる空中写真撮影

各種センサーを搭載した大型ＵＡＶ

従来型による施工
（切り土の頂上付近に丁張と誘導者） 
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
土
工
作
業 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
は
、
測
位
用

T

S
（
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
を
設
置
し
て
、
バ
ッ
ク

ホ
ウ
と
の
位
置
関
係
を
無
線
通

信
し
な
が
ら
設
計
値
と
の
差
異

を
常
時
把
握
し
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の

キ
ャ
ビ
ン
内
の
モ
ニ
タ
ー
で
バ

ケ
ッ
ト
の
位
置
、
角
度
を
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
モ
ニ
タ
ー
で

適
切
な
施
工
角
度
が
把
握
で
き

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
土
工
の
前

段
作
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
丁

張
作
業
が
不
要
に
な
る
と
と
も

に
、
誘
導
者
の
補
助
も
不
要
に

な
り
ま
す
。 

施
工
効
率
の
向
上 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
は
、
丁
張
が

不
要
に
な
る
た
め
、
人
員
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

土
工
作
業
ま
で
の
工
程
が
１
つ

減
る
こ
と
に
よ
り
、
工
期
の
縮

減
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
全
自
動
で
施
工
で

き
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
バ
ッ

ク
ホ
ウ
の
足
場
の
確
保
や
細
か

い
操
作
等
で
、
ま
だ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
ス
キ
ル
に
頼
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。

安
全
性
の
向
上 

従
来
型
の
施
工
で
は
、
土
工

作
業
時
に
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
誘
導

を
行
う
作
業
員
を
配
置
し
て
い

ま
し
た
が
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と
の

接
近
作
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、

安
全
面
で
も
注
意
が
必
要
な
作

業
で
す
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
は
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
キ
ャ
ビ
ン
内
の
モ
ニ

タ
ー
で
適
切
な
法
面
の
角
度
が

把
握
で
き
る
た
め
誘
導
者
が
不

要
と
な
り
、
接
近
作
業
が
解
消

さ
れ
、
安
全
性
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
デ
メ
リ
ッ
ト 

従
来
型
の
施
工
で
も
工
事
着

手
時
に
起
工
測
量
を
実
施
し
ま

す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
実
施
す

る
場
合
は
現
場
の
３
次
元
モ
デ

ル
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
の
測
量
機
材
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
施
工
に
あ
た
っ
て
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
用
の
建
設
機
械
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
を
利
用
・
操

作
で
き
る
人
材
育
成
も
必
要
で

す
。 

今
後
の
課
題 

森
林
整
備
事
業
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
は
、
ま
だ
試
行
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
段
階
で
す
。 

森
林
整
備
事
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
を
推
進
す
る
た
め
に
は
施
工

条
件
が
様
々
な
森
林
に
あ
っ
た

シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

森
林
整
備
事
業
の
現
場
で
は
、

市
街
地
で
の
工
事
現
場
と
違
い

樹
木
や
山
の
陰
に
よ
り
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
（
汎
地
球
測
位
航
法
衛
星
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
測
位
が
難
し

い
場
合
や
、
携
帯
電
話
等
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
エ
リ
ア
外

で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら

の
改
善
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
更
な
る
推

進
や
、
建
設
現
場
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ

（In
te

rn
e
t 

o
f 

 
T

h
in

g
s

・

様
々
な
モ
ノ
に
セ
ン
サ
ー
が
付

き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が

る
状
態
）
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ＩＣＴによる施工（丁張と誘導者が不要） 

白い円筒が測位用ＴＳとの送受信機

測位用ＴＳとバックホウ

現場での入力端末（無線通信で送受信） キャビン内でバケットの位置をモニター
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【
木
造
建
築
紹
介
】 

十
勝
西
部
森
林
管
理
署
の
庁

舎
は
、
帯
広
事
務
所
と
十
勝
西

部
森
林
管
理
署
の
合
同
庁
舎
と

し
て
平
成
17
年
３
月
に
完
成

し
、
今
年
で
築
17
年
に
な
り
ま

し
た
。 

構
造
・
規
模
は
、
木
造
２
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
約
１
０
０

０
㎡
で
、
一
階
は
十
勝
西
部
森

林
管
理
署
の
執
務
室
等
、
二
階

は
帯
広
事
務
所
の
執
務
室
と
大

会
議
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

構
造
材
は
、
カ
ラ
マ
ツ
大
断

面
構
造
用
集
成
材
４
５
４
本
、

約
１
３
６
㎥
、
内
・
外
装
材
に

約
１
１
８
㎥
、
合
計
約
２
５
４

㎥
と
、
多
く
の
木
材
が
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

庁
舎
設
計
時
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、「
開
か
れ
た
国
有
林
」
と
「
道

東
の
顔
」
の
２
点
に
つ
い
て
特

徴
付
け
る
と
い
う
も
の
で
、
次

の
４
点
に
つ
い
て
重
点
を
置
い

た
設
計
が
さ
れ
ま
し
た
。 

一
．
住
宅
建
設
の
モ
デ
ル
的
な

木
造
施
設
と
す
る
。 

二
．
空
間
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し

た
開
放
型
施
設
と
す
る
。 

三
．
構
造
空
間
に
大
断
面
構
造

用
集
成
材
を
効
果
的
に
使
用

す
る
。 

四
．
内
外
装
等
含
め
道
東
の
顔

と
も
い
え
る
カ
ラ
マ
ツ
材
を

活
用
す
る
。 

木
造
建
築
物
の
構
造
と
し
て

は
、
木
質
二
方
向
ラ
ー
メ
ン
構

造
（
サ
ミ
ッ
ト
H

R
工
法
）
を

採
用
し
て
い
ま
す
。 

柱
・
梁
に
鉄
筋
を
貫
通
さ
せ
、

エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
固
定
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
二
方
向
ラ
ー
メ

ン
の
剛
接
合
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
筋
交
い
（
す
じ
か
い
）
、
耐

力
壁
を
使
用
し
な
い
た
め
４
周

に
開
口
部
が
設
け
ら
れ
、
開
放

感
の
あ
る
室
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。 異

形
鉄
筋
を
木
材
の
内
部
に

埋
め
込
ん
で
い
る
た
め
、「
め
り

こ
み
」
に
対
し
優
れ
た
効
果
を

発
揮
し
、
接
合
金
具
が
外
部
に

露
出
し
な
い
た
め
、
耐
震
・
塩

害
対
策
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。 

正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
開

放
的
な
空
間
を
創
造
す
る
こ
と

及
び
外
壁
と
し
て
建
物
の
美
観

の
維
持
、
耐
風
圧
性
、
耐
震
性
、

機
密
性
、
遮
音
性
な
ど
を
考
慮

し
、
１
５
０
㎡
の
木
製
カ
ー
テ

ン
ウ
ォ
ー
ル
を
採
用
し
、
天
井

に
は
カ
ラ
マ
ツ
羽
目
板
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

床
に
は
ナ
ラ
と
ア
サ
ダ
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
、
主
要
な
室
内
の

ド
ア
に
は
セ
ン
ノ
キ
化
粧
合
板

を
使
用
、
玄
関
ド
ア
、
木
製
窓

枠
に
は
ヤ
チ
ダ
モ
集
成
材
を
使

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対

応
す
る
た
め
、
正
面
玄
関
に
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
我
が
署
紹
介
】 

十
勝
西
部
森
林
管
理
署
は
、

北
海
道
の
十
勝
平
野
西
部
に
位

置
し
、
帯
広
市
、
音
更
町
、
清

水
町
、
芽
室
町
、
中
札
内
村
、

更
別
村
、
大
樹
町
、
広
尾
町
の

１
市
５
町
２
村
に
広
が
る
国
有

林
約
14
万
ha
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。 

管
理
面
積
の
う
ち
約

35
％

は
「
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
」

に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
登
山
者

が
良
好
な
自
然
環
境
を
求
め
て

訪
れ
て
い
ま
す
が
、
平
野
部
か

ら
も
日
高
山
脈
の
雄
大
な
山
岳

景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

ま
た
、
管
内
に
は
国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
も
生
息
し
て
お

り
、
生
息
環
境
の
整
備
と
生
息

地
拡
大
へ
向
け
た
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
十
勝
西
部
森
林
管
理
署
】

木
造
建
築
・
我
が
署
紹
介
！ 

開放感のある執務室 

窓が大きく明るいエントランス 
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今
回
は
、
北
海
道
中
央
部
に

位
置
す
る
芦
別
市
の
森
林
事
務

所
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。 

【
ま
ち
の
ご
紹
介
】 

芦
別
市
は
、
東
西
に
約
25
㎞
、

南
北
に
約
50
㎞
と
広
大
な
面

積
を
持
ち
、
そ
の
約
88
％
を
森

林
が
占
め
て
い
る
自
然
豊
か
な

ま
ち
で
す
。
こ
こ
は
、
空
気
が

澄
み
星
空
が
綺
麗
に
見
え
る
こ

と
か
ら
「
星
の
降
る
里
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。 

【
森
林
事
務
所
の
業
務
】 

管
轄
す
る
担
当
区
の
面
積
は

約
3
万
４
千
ha(

札
幌
ド
ー

ム
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル

ド
の
お
よ
そ
3

万
３

千
倍)

あ
り
ま
す
。
こ
の
広
大
な
森
林

を
３
人
の
職
員
で
管
理
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
業
務
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。 

春
の
融
雪
と
と
も
に
開
始
さ

れ
る
の
が
「
林
道
の
点
検
」
で

す
。
国
有
林
の
仕
事
は
「
現
場

へ
足
を
運
ぶ
」
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。 

あ
る
日
、
登
山
道
へ
続
く
林

道
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
車 

の
通
行
を
阻
む
も
の
に
は
路
肩

崩
れ
、
倒
木
、
洪
水
に
よ
る
洗

堀
、
崩
土
落
石
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
最
近
は
異
常
気
象

と
思
わ
れ
る
大
雨
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
が
増
え
、
林
道
へ
の
被

害
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
森
林

整
備
現
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保

は
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。 

こ
の
日
は
、
路
肩
決
壊
と
落

石
の
箇
所
を
見
つ
け
、
数
日
後

に
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。 

５
月
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
森

林
整
備
の
事
業
が
本
格
的
に
動

き
出
し
ま
す
。
今
年
度
、
当
事

務
所
で
は
、
①
造
林
請
負
（
植

え
た
樹
木
の
成
長
を
促
す
た
め

に
下
草
刈
り
を
行
う
等
）
、
②

収
穫
調
査
委
託
（
間
伐
す
る
山

の
調
査
）
、
③
請
負
生
産
（
間

伐
を
行
い
、
利
用
で
き
る
樹
木

を
丸
太
製
品
に
仕
立
て
て
販
売

す
る
）
、
④
林
道
工
事
な
ど
の

請
負
（
委
託
）
業
務
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

初
夏
の
あ
る
日
、
①
の
下
刈

箇
所
を
確
認
に
行
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
平
成
28
年
度
の
春
に

植
え
ら
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
の
造
林

地
で
、
植
え
ら
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
の
６
年
間
に
わ
た
り
下
刈

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
植

え
た
木
に
は
大
変
な
労
力
が
か

か
り
ま
す
。
炎
天
下
で
の
下
刈

作
業
は
熱
中
症
や
蜂
刺
さ
れ
等

の
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
の
重

労
働
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

付
け
る
よ
う
声
掛
け
を
し
て
こ

の
現
場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

【
最
後
に
】 

森
林
官
業
務
の
一
部
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
森
林
の
保
全

管
理
に
は
終
着
点
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
森
林
官
が
山
に
対

し
て
行
う
こ
と
は
、
数
百
年
に

わ
た
っ
て
永
劫
回
帰
を
繰
り
返

す
自
然
現
象
の
、
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
自
分
が
行
っ

た
結
果
を
最
後
ま
で
見
届
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
中
で
、
未
来

の
森
林
像
を
思
い
描
き
な
が
ら

手
を
加
え
る
の
は
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
で
、
こ
の
仕
事
の
醍
醐
味

と
言
え
ま
す
。 

責
任
を
も
っ
て
次
の
世
代
へ

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

空知森林管理署

西芦別・咲別森林事務所 

首席森林官 瀧口 聡 

修繕中 

造林地の下刈箇所（上空から撮影） 

路肩の小決壊 
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昨
年
４
月
か
ら
網
走
中
部 

森
林
管
理
署
置
戸
森
林
事
務
所

で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
生
ま

れ
も
育
ち
も
首
都
圏
の
私
に 

と
っ
て
、
こ
こ
で
は
仕
事
も 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
新
し
い
出
会

い
で
一
杯
で
す
。
今
回
は
北
海

道
で
出
会
っ
た
樹
木
に
つ
い
て
、

自
分
の
趣
味
も
絡
め
た
切
り
口

で
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

【
シ
ラ
カ
バ
】 

典
型
的
な
パ
イ
オ
ニ
ア
ツ
リ

ー
（
倒
木
や
伐
採
で
光
が
入
る

よ
う
に
な
っ
た
場
所
に
い
ち
早

く
芽
を
出
し
成
長
す
る
木
）
で
、

カ
ン
バ
類
の
中
で
も
比
較
的
標

高
の
低
い
地
域
に
生
育
し
ま
す
。

樹
皮
は
真
っ
白
、
材
は
白
く
赤

み
が
か
り
ま
す
。
北
海
道
で
は

よ
く
街
路
樹
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
他
の
カ
ン
バ
と
雑
種
を
作

る
の
で
見
分
け
る
の
は
苦
労
し

ま
す
が
、
私
は
落
枝
跡
が
「
（
」

形
に
残
る
の
を
主
な
目
印
に
し

て
い
ま
す
。

シ
ラ
カ
バ
は
森
林
事
務
所

が
あ
る
置
戸
町
の
木
工
ブ
ラ
ン

ド
「
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
」
に
も
よ

く
使
わ
れ
、
私
も
赴
任
直
後
に

一
目
惚
れ
し
て
購
入
し
た
シ
ラ

カ
バ
の
ボ
ウ
ル
を
ず
っ
と
愛
用

し
て
い
ま
す
。

【
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
】 

北
海
道
の
林
業
に
お
け
る
主

要
な
樹
種
の
一
つ
で
す
。
成
長

は
ゆ
っ
く
り
で
、
赤
黒
く
荒
々

し
い
樹
皮
が
特
徴
的
で
す
。 

近
縁
種
の
エ
ゾ
マ
ツ
と
と
も
に

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
に
使
わ
れ
ま
す
。

ふ
つ
う
は
欠
点
と
さ
れ
る
ア
テ

材
（
傾
斜
地
で
踏
ん
張
る
た
め

に
材
の
一
部
が
変
質
し
た
も
の
）

を
使
う
こ
と
で
、
年
輪
が
濃
く

出
る
美
し
い
製
品
に
な
り
ま
す
。 

【
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
】 

北
海
道
に
生
え
る
主
要
な
カ

エ
デ
類
で
す
。
材
は
非
常
に
硬

く
、
白
っ
ぽ
く
や
や
赤
み
を
帯

び
、
特
に
杢
（
も
く
）
と
い
う

特
徴
的
な
模
様
が
入
る
も
の
等

は
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
す
。
葉

は
特
徴
的
で
す
が
、
樹
皮
に
つ

い
て
は
個
体
や
成
長
段
階
に
よ

っ
て
変
異
が
大
き
く
、
葉
の
な

い
冬
に
は
見
分
け
る
の
が
最
も

大
変
な
木
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

キ
ー
板
、
器
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の

ピ
ン
等
に
使
わ
れ
ま
す
。
樹
液

が
日
本
産
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

に
な
る
等
、
親
し
み
や
す
い
小

話
に
も
事
欠
か
な
い
木
で
す
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
樹
木
に

は
あ
る
共
通
し
た
用
途
が
あ
り

ま
す
。
実
は
、
全
て
ピ
ア
ノ
の

材
料
と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
す
。

シ
ラ
カ
バ
（
厳
密
に
は
「
カ
ン

バ
類
」
と
聞
い
て
い
ま
す
）
は

弦
を
叩
く
ハ
ン
マ
ー
の
柄
、
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
は
響
板
と
い
う
弦

の
振
動
を
増
幅
す
る
部
品
、
イ

タ
ヤ
カ
エ
デ
は
ア
ク
シ
ョ
ン
の

中
の
多
様
な
部
品
に
な
り
ま
す
。 

私
は
趣
味
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い

て
お
り
、
先
日
そ
れ
が
高
じ
て

北
海
道
森
林
管
理
局
の
広
報 

動
画
を
撮
影
し
ま
し
た
。
内
容

は
、「
ピ
ア
ノ
に
使
わ
れ
る
木
を

通
し
て
道
産
材
の
魅
力
を
発
信

し
よ
う
！
」
と
い
う
も
の
で
す

（
現
在
作
成
中
）
。
も
ち
ろ
ん
ピ

ア
ノ
に
関
す
る
動
画
で
す
の
で

私
の
演
奏
も
入
っ
て
お
り
ま
す

が
、
演
奏
曲
に
つ
い
て
は
公
開

ま
で
の
お
楽
し
み
と
し
て
お
き

ま
す
。

成
長
が
早
く
て
模
様
の
可
愛

い
シ
ラ
カ
バ
の
コ
ミ
カ
ル
な
感

じ
や
、
北
国
の
厳
し
い
冬
を
幾

度
も
乗
り
越
え
ゆ
っ
く
り
成
長

す
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
忍
耐
強

さ
、
カ
エ
デ
の
葉
の
ギ
ザ
ギ
ザ

を
楽
譜
に
映
し
と
っ
た
よ
う
な

特
徴
的
な
フ
レ
ー
ズ
…
ど
れ
も

作
品
と
樹
木
の
姿
が
よ
く
マ
ッ

チ
し
て
い
ま
す
。
演
奏
す
る
に

あ
た
り
、
森
の
現
場
で
仕
事
を

し
て
気
付
き
を
得
た
り
イ
メ
ー

ジ
が
深
ま
っ
た
り
し
た
部
分
も

あ
り
、「
森
仕
込
み
」
の
演
奏
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
仕
事
と
趣
味
を
好

循
環
さ
せ
て
北
国
の
森
を
楽
し

ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

第２１話 

網走中部森林管理署 

石橋 颯己 

オケクラフトへの活用
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【宗谷森林管理署】 

今回の体験会はコロナ感染拡大予防と安全対策
のため、令和 4 年 8 月 3・4 日の 2 日間に分け
て宗谷森林管理署管内 音標国有林 問内地区で乗
用型多目的造林機械（山もっとモット）を使用し
て行いました。 両日とも過ごしやすい天候に恵
まれ、初日は当署及び上川北部森林管理署職員、2
日目は宗谷総合振興局林務課、森林室、市町村、森
林組合、林業事業体等の職員を対象として行い、
延べ 64 名の参加により、課題である増加する皆
伐に対応した再造林の着実な実行と安定的な林業
経営に向けた考察の一助となるよう考え、今回、
株式会社旭友興林様及びキャニコム・レンタルの
ニッケン様のご協力により開催することができま
した。林業を担う者の不足、高齢化が課題となる
ことから、今回の体験会が宗谷管内の造林等作業
の軽労化や林業の担い手不足解消に向けた取組の
一助となったのであれば幸いと考えております。

【上川中部森林管理署】
令和 4 年 7 月 30 日(土曜日)、旭川林業会館構

内において、3 年ぶりに旭川地方木材協会主催に
よる「森林の市」が開催されました。 

当署も共催団体になっており、職員 6 名が参加
し「親子とんかち広場（木工品製作）」を担当しま
した。 当日は、天候に恵まれ、旭川市は最高気温
32 度を記録する中、多くの市民が催し等を楽し
み、いろいろなブースで木にふれ合っていました。 

当署が担当した「親子とんかち広場」には予定
の 40 組を超える申し込みがあり、「設計図を持ち
寄り作成する常連」や「何を作ってよいか悩む親
子」「子供以上に真剣な親御さん」などが汗をかき
ながら一生懸命製作していました。 旭川市のブ
ースではバイオマスのアンケート調査を行うとと
もに、「旭川絵巻」「北の森漫画」のパネル展示を行
い、その外、「手すきはがき作成体験」「木製コース
ターづくり」「林業コスプレ体験」「樹木苗・しいた
け原木販売」「高性能の林業機械のデモンストレー
ション」などが行われていました。

 
 

【上川北部森林管理署】 
令和 4 年 7 月 16～17 日にかけて「森ジャ

ム 2022」が下川町で開催され、上川北部森林
管理署としても出展しました。

昨年度、上川北部森林管理署に「国有林ビジ
タースポット」を開設し、各種展示物が署の 1
階に展示してあることから、その出張展示と木
に関係したブースを作って出展することとしま
した。展示内容は、モニター展示、パネル展示、
木工製品展示、体験用としてトールペイント、
年輪数え、丸太直径計測、種飛ばし工作、樹木ク
イズなどを出展しました。署からは、両日とも
に 8 名が参加し訪れた町民などとふれあいなが
ら、国有林の PR ができたと思います。

また、同じ会場で 7 月 14～17 日に「チェン
ソーアート国際大会「EZO CUP」」が開催され
ており、そちらも観客が沢山きていて、大盛況
で終了しました。

これからも、森林管理署や木の良さについて
PR できたらと考えております。 

「森林の市」 
３年ぶりに 

開催される 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

森ジャム 2022 !!  
出展しました 

【空知森林管理署 北空知支署】

令和 4 年 7 月 28 日（木曜日）雨竜町の指導林

家所有山林にて、令和 4 年度 林業後継者育成事

業「林業講座」（空知総合振興局森林室主催）が開

催されました。 

本講座は林業後継者の育成・確保を図るため、

それぞれの地域で意欲的に活動をしている林業後

継者や林業グループ員などを対象に林業の技術習

得を目的としたもので、令和 4 年度は、林分調査

の基礎知識及び ICT 機器（通信技術）による林分

把握の方法について実施されました。 

当支署からは、「全天球カメラによる林分把握」

について講義・実習を行いました。 

北空知地域の森林を管理・経営する支署として、

関係者の皆様等へ向けた各種技術伝達・フィール

ド試験地の情報提供等を今後も行っていきます。 

造林作業の機械化
（山もっとモット）
推進体験会を開催
しました 

地域の林業後継者
を支援！林業講座
（＠雨竜町） 
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広報 「北の森林 国有林」 ８月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3条7丁目70 

ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
F A X 011-622-5194

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り 今月の木 「ミズナラ」 

 今月は「ミズナラ」のイラストを表紙の

月数字のうしろに掲載しました。 

秋に実るドングリは、夏から少しずつ大

きくなっています。 

詳しくは、ホームページの 
「北海道の木のえほん」 
をご覧ください。 

今
月
の
表
紙 

北海道森林管理局で第三弾動画を作成 !! 

「日本のお山森アゲ隊」－上川北部署編－ 

北海道森林管理局では林野庁（非）公認キャラクターの「林リン子」がナビゲーターとなり、職員の

特技を活用して日本の森林・林業・木材産業を盛り上げる「日本のお山森アゲ隊」シリーズの作成を開

始しました。今回はシリーズ第三弾目となる「上川北部署編」として、新公認キャラが森林管理署のビ

ジタースポットから署の取り組みを紹介します。 

是非ご覧ください。 

YouTube へのリンク  

https://www.youtube.com/watch?v=jzD3Bkjm-5A 

こちらもお楽しみください。 

漫画で学ぶ森林・林業・木材産業の魅力へ 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/square/kinoehon/index.html 

漫画で楽しく学ぶ森林・林業・木材産業の魅力へ 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/tosyo/manga.html 

もり

ビジタースポット 

イメージキャラクター

かほしかちゃん 

8


	220808_ヒカリゴケ_８月
	220822_調査官修正_◎トピック（森林整備第二課）2P31行12文字 (林道)
	220810_修正_添削_◎木造建築・我が署紹介！_(十勝西部署)31行12文字 (002)
	220809_調整官修正_◎こんにちは森林官です_（咲別森林事務所 瀧口　聡）_行_文字2
	220816_調査官修正_◎森林の話（石橋）31行12文字
	220823_イラスト_修正2_各地からの便り
	220817__最後



